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主な議事日程

● 

市
立
図
書
館
の
休
館
日
の
変
更
及
び

時
間
延
長
な
ど
。

● 

市
立
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
。

　

５
億
１
９
８
７
万
９
千
円
を
増
額
し
、総

額
１
３
１
億
７
５
４
７
万
円
と
す
る
。

● 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
策
定
業
務

７
４
２
万
円

　

個
別
施
設
計
画（
再
配
置
計
画
含
む
）

策
定
に
要
す
る
経
費
。

● 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
利
活
用
事
業

１
８
１
万
円

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、令
和
２

年
度
実
施
予
定
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
消

費
活
性
化
策
実
施

の
た
め
の
準
備
費

用
。

● 

児
童
保
護	

４
１
９
６
万
円

　

10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
に
対
す
る
費
用
及
び
関

連
事
業
。

● 

複
合
経
営
等
漁
家
経
営
改
善
支
援
事
業

１
２
０
万
円

　

内
水
面
漁
業
者
の
経
営
改
善
取
り
組

み
に
係
る
費
用
に
対
し
て
補
助
。

● 

市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

太
郎
浦
　
雅
枝

● 

市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

山
田
　
俊
哉

　
副
島
　
浩
嗣

　
古
川
　
英
敏

● 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

日
種
　
孝
次

9月定例会

9月　　　2日 開会・提案理由説明

3〜4日 議案研究

5日 議案質疑

6、9〜11日 委員会審査

12日 討論・採決・閉会

　令和元年9月市議会定例会は9月2日から12日まで（会期11日間）開か
れました。
　今回は8月の豪雨災害の対応を優先し、市政一般に対する質問を行わ
ないことにしました。また、決算審査（議案10件）についても閉会中継続
審査事件として定例会閉会後に審議をして、12月定例会で採決する予定
となっています。
　9月定例会では、市長から提出されました議案17件（条例8件、予算4
件、その他5件）の議案について審議し、いずれも原案どおり可決しまし
た。議会からは、修正案が1件提出され否決されたほか、意見書1件を可
決しました。

主
な
議
案

多
久
市
立
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

一
般
会
計
補
正
予
算

人
事
案
件

可
決
さ
れ
た
意
見
書

▼
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置

法
が
令
和
３
年
３
月
末
を
持
っ
て
失

効
す
る
こ
と
と
な
る
が
、過
疎
地
域

が
果
た
し
て
い
る
多
面
的
・
公
益
的

機
能
を
今
後
も
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、引
き
続
き
過
疎
対
策
を
充

実
・
強
化
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。よ
っ
て
、新
た
な
過
疎
対
策
措

置
法
の
制
定
を
強
く
要
望
す
る
。
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 議案質疑
質
問
　

こ
れ
ま
で
条
例
に
図
書
業
務
に

つ
い
て
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何

か
。

答
弁
　

設
置
及
び
運
営
に
関
し
て
は
図

書
館
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、必
要
は
な

か
っ
た
が
、指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運

営
を
行
う
に
あ
た
り
業
務
内
容
を
具
体

的
に
条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
、今

回
提
案
し
て
い
ま
す
。

質
問
　

業
務
委
託
で
は
な
く
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
理
由
は
何
か
。

答
弁
　

図
書
館
の
在
り
方
も
変
わ
っ
て

き
て
お
り
、運
営
に
つ
い
て
も
民
間
事
業

者
の
能
力
を
活
用
し
、創
意
工
夫
あ
る

図
書
館
運
営
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
に
指
定
管
理
者
制
度

を
選
択
し
ま
し

た
。

質
問
　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
と

運
営
に
つ
い
て
の
詳
細
は
。

答
弁
　

家
庭
的
保
育
事
業
は
、保
育
者

の
自
宅
な
ど
で
定
員
５
名
ま
で
、設
備

は
、1
人
当
た
り
保
育
室
の
面
積
３
.３

平
方
メ
ー
ト
ル
が
必
要
、運
営
に
つ
い
て

は
、保
育
士
、保
育
士
と
同
等
以
上
の
知

識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

者
、そ
の
補
助
者
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
実
施
は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
。県

内
で
、佐
賀
市
、鳥
栖
市
で
４
施
設
で
す
。

質
問
　

家
庭
的
保
育
に
つ
い
て
は
、小

規
模
か
つ
２
歳
ま
で
の
利
用
を
基
本
と

す
る
保
育
事
業
で
、多
久
市
に
は
待
機

児
童
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、仮
に

地
域
型
保
育
事
業
が
新
た
に
認
可
さ
れ

れ
ば
、市
と
し
て
措
置
を
す
る
の
か
。

答
弁
　

適
正
な
施
設
で
あ
れ
ば
認
可
す

る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。た
だ
、小

規
模
な
施
設
で
す
の
で
、保
育
士
が
２
人

ほ
ど
に
な
る
と
、保
育
士
が
病
気
に
な
っ

た
ら
、こ
ど
も
園
や
保
育
所
に
預
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。現
在
、こ

ど
も
園
、保
育
所
に
入
れ
ま
す
。

質
問
　

事
業
内
容
の
詳
細
は
。

答
弁
　

公
共
施
設
の
劣
化
診
断
の
結
果

を
も
と
に
、定
め
る
べ
き
項
目
の
中
の
対

策
の
優
先
順
位
の
考
え
方
、対
策
内
容
と

実
施
時
期
、対
策
費
用
を
施
設
の
類
型
ご

と
に
整
理
し
、公
共
施
設
等
総
合
管
理

計
画
に
反
映
し
、全
体
の
優
先
順
位
な
ど

を
案
と
し
て
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
に

計
上
し
て
い
ま
す
。

質
問
　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の

現
在
ま
で
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答
弁
　

各
所
管
課
管
理
の
施
設
に
つ
い

て
は
、軽
微
な
補
修
等
即
応
で
き
る
も
の

は
対
応
し
、予
算
を
伴
う
事
象
に
つ
い
て

は
、検
討
し
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
な
対
応
方
針
に
つ
い
て
は
、必

要
性
や
利
用
状
況
、総
量
適
正
化
な
ど
の

観
点
に
よ
り
未
利
用
施
設
の
除
却
、長
寿

命
化
検
討
な
ど
に
つ
い
て
庁
内
全
体
で

協
議
を
し
、具
体
的
な
方
向
性
を
整
理
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　

令
和
２
年
度
か
ら
５
年
間
の
委

託
料
１
億
７
９
６
４
万
円
の
内
訳
は
、ま

た
、現
在
の
年
間
運
営
費
１
６
０
０
万
円

と
の
差
異
は
。

答
弁 

単
年
度
に
す
る
と
約
３
６
０
０
万

円
、そ
の
内
訳
は
人
件
費
２
４
２
７
万

円
、事
務
費
２
２
４
万
円
、事
業
費
35
万

円
、本
社
経
費
２
６
９
万
円
、図
書
購
入

費
３
１
０
万
円
、消
費
税
が
３
２
６
万
円

と
な
り
、現
在
と
の
違
い
は
開
館
時
間
の

延
長
等
を
行
う
た
め
の
人
件
費
の
増
加

で
す
。

質
問
　

利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
事
業

費
35
万
円
は
少
な
く
な
い
か
。ま
た
、現

在
の
図
書
館
体
制
で
、職
員
の
増
員
を
行

い
時
間
延
長
や
新
し
い
事
業
が
で
き
な

い
か
。

答
弁
　

今
後
ど
の
よ
う
な
事
業
企
画
が

で
き
る
の
か
想
定
で
き
な
い
た
め
、現
在

の
事
業
を
拡
大
し
た
金
額
を
想
定
し
て
い

ま
す
。現
行
図
書
館
職
員
の
増
加
に
つ
い

て
は
雇
用
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

議
案
質
疑

多
久
市
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

古　

賀　

公　

彦

議案甲
第32号

多
久
市
立
図
書
館
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

中
　
島
　
慶
　
子

議案甲
第30号

令
和
元
年
度
多
久
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

公
共
施
設
等
総
合
管
理
に

要
す
る
経
費
７
４
２
万
５
千

円
に
つ
い
て

平　

間　

智　

治

議案乙
第38号

債
務
負
担
行
為
補
正

多
久
市
立
図
書
館
指
定
管

理
委
託
料
１
億
７
９
６
４
万

円
に
つ
い
て

樺　

島　

永
二
郎

議案乙
第38号
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 議案質疑
質
問
　

事
業
の
内
容
と
経
費
の
内
訳
は
。

答
弁
　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
反

動
減
対
策
と
し
て
２
０
２
０
年
度
に
実

施
を
予
定
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
の
実
施
に

向
け
た
環
境
整
備
事
務
経
費
で
す
。

　

内
訳
は
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定
支
援
経

費
１
０
０
万
円
、機
器
購
入
費
・
業
務
委

託
料
64
万
円
、広

報
等
経
費
16
万

円
に
な
り
ま
す
。

質
問
　

現
在
の
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
数
・
取
得
率
は
、ま

た
、今
後
の
市
民
へ
の
周
知
は
。

答
弁
　

平
成
28
年
２
月
か
ら
交
付
業

務
が
始
ま
り
、令
和
元
年
７
月
末
日
時

点
で
交
付
枚
数
２
０
６
２
枚
、交
付
率

10.
79
％
と
な
り
ま
す
。現
在
、国
は
消
費

活
性
化
策
の
仕
組
み
を
抜
本
的
に
見
直

さ
れ
て
お
り
、詳
細
は
今
後
、国
か
ら
説

明
さ
れ
る
の
で
、わ
か
り
次
第
、市
民
に

わ
か
り
や
す
い
広
報
を
行
い
ま
す
。

質
問
　

経
費
の
内
訳
、寄
附
件
数
及
び

金
額
の
推
移
、納
税
額
増
加
の
要
因
、今

年
度
の
状
況
は
。

答
弁
　

返
礼
品
の
経
費
と
し
て
報
償

費
、返
礼
に
係
る
事
務
委
託
料
、ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
の
使
用
料
、消
耗
品
及
び
通
信
運

搬
費
、ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
受
付
寄
附
金
の
決

済
手
数
料
で
す
。過
去
３
年
間
は
平
成
28

年
度
が
８
２
５
０
件
で
１
億
３
５
９
２
万

円
、
平
成
29
年
度
が
３
６
６
９
件
で

５
３
６
８
万
円
、
平
成
30
年
度
が

８
９
１
２
件
で
１
億
２
７
５
３
万
円
で

す
。増
額
の
要
因
は
、受
付
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
を
増
や
し
た
た
め
と
考
え
ま
す
。今
年

度
は
８
月
ま
で
７
９
６
７
件
９
２
３
３
万

円
で
す
。

質
問
　

寄
附
者
へ

の
対
応
は
。

答
弁
　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
活
用

方
法
に
つ
い
て

定
期
的
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま

す
。

質
問
　

複
合
経
営
等
漁
家
経
営
改
善
支

援
事
業
費
補
助
金
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
弁
　

養
殖
・
加
工
業
を
経
営
さ
れ
て

い
る
内
水
面
漁
業
者
の
機
器
購
入
に
、佐

賀
県
が
１
０
０
万
円
、市
が
20
万
円
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

質
問
　

今
回
の
補
助
金
は
、複
合
経
営

等
漁
家
経
営
改
善
支
援
事
業
の
ど
う
い

う
タ
イ
プ
と
な
る
の
か
、さ
ら
に
補
助
の

上
限
額
、申
請
可
能
な
回
数
は
。

答
弁
　

今
回
の
補
助
金
は
、初
期
設
備

投
資
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
プ
に
該
当
し
、

県
の
補
助
の
上
限
額
は
１
０
０
万
円
で
、

基
本
的
に
は
１
回
の
み
の
申
請
と
な
り

ま
す
。タ
イ
プ
と
し
て
は
、ほ
か
に
地
域

の
中
核
タ
イ

プ
が
あ
り
ま

す
。

質
問
　

ど
の
様
な
事
を
目
的
と
し
て
、

ど
の
様
な
比
較
を
行
い
評
価
し
た
の
か
。

答
弁
　

こ
れ
ま
で
の
開
館
日
・
開
館
時

間
は
利
用
し
や
す
い
状
況
と
は
言
え
ず
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
、直
営
、一
部

委
託
、指
定
管
理
の
３
方
式
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
　

平
成
30
年
度
の
経
常
収
支
比
率

が
１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
。入
っ
て
く

る
収
入
に
対
し
て
、義
務
的
な
経
費
の
ほ

う
が
多
い（
赤
字
）状
況
で
、毎
年
発
生

す
る
経
費
が
２
０
０
０
万
円
も
増
え
る

案
件
が
提
案
さ
れ
た
の
は
、昨
年
否
決
さ

れ
た
新
図
書
館
建
設
が
前
提
と
な
っ
た

提
案
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
　

現
在
の
図
書
館
で
課
題
と
な
る

部
分
を
改
善
し
、利
便
性
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
も
の
で
、新
図
書
館
建
設

を
根
拠
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議
案
質
疑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

利
活
用
に
要
す
る
経
費

１
８
１
万
円
に
つ
い
て

樺　

島　

永
二
郎

議案乙
第38号

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
要

す
る
経
費
８
６
７
５
万
６
千

円
に
つ
い
て

田　

渕　
　

厚

議案乙
第38号

複
合
経
営
等
漁
家
経
営

改
善
支
援
事
業
費
補
助
金

１
２
０
万
円
に
つ
い
て

田　

渕　
　

厚

議案乙
第38号

債
務
負
担
行
為
補
正

多
久
市
立
図
書
館
指
定
管

理
委
託
料
１
億
７
９
６
４
万

円
に
つ
い
て

野
　
北
　
　
　
悟

議案乙
第38号

令和元年9月（第42号） 多久市議会だより
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 議案質疑／審査報告

議案番号
議　　案　　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15
議
決
結
果

飯
守
　
康
洋

中
島
　
慶
子

田
渕
　
　
厚

樺
島
永
二
郎

國
信
　
好
永

野
北
　
　
悟

田
中
　
英
行

中
島
　
國
孝

平
間
　
智
治

香
月
　
正
則

瀬
川
　
雄
二

牛
島
　
和
廣

古
賀
　
公
彦

鷲
﨑
　
義
彦

山
本
　
茂
雄

　　　　　　　9　月　定　例　会　　　　　　　    ※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、掲載しています。

議案甲
第30号 多久市立図書館条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原　案

可　決
議案乙
第38号 令和元年度多久市一般会計補正予算（第3号） ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ー

令和元年度多久市一般会計補正予算（第3号）に
対する修正案 ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ー

○は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席

議 決 結 果　賛 否 表

質
問
　

何
を
最
終
目
的
と
し
て
調
査
を

行
う
の
か
。

答
弁
　

平
成
30
年
度
か
ら
個
別
施
設
の

劣
化
診
断
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

調
査
結
果
を
基
に
優
先
順
位
を
考
え
、

長
寿
命
化
や
更
新
に
つ
い
て
の
方
針
を

検
討
し
ま
す
。

質
問
　

多
久
市
の
よ
う
な
人
口
の
少
な

い
自
治
体
で
は
、公
共
の
施
設
配
置
は

街
づ
く
り
の
上
で
非
常
に
重
要
な
物
で

あ
り
、ど
こ
に
賑
わ
い
を
作
り
、人
の
流

れ
を
考
え
る
こ
と
が
前
提
で
な
け
れ
ば

意
味
が
無
い
と
考
え
る
が
。

答
弁
　

賑
わ
い
づ
く
り
に
公
共
施
設
が

及
ぼ
す
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。建
て
替
え
や
統
合
が
必

要
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
、そ
の
再

配
置
を
検
討
す

る
場
合
、状
況
に

よ
っ
て
皆
さ
ん

と
話
合
い
な
が

ら
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
に

要
す
る
経
費
７
４
２
万
５
千

円
に
つ
い
て

野
　
北
　
　
　
悟

議案乙
第38号

本
委
員
会
で
は
、平
成
31
年
３
月
１

日
の
産
業
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
を
受

け
、「
市
立
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
」、「
多

久
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
」を
閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
す
る

こ
と
、新
た
に「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
」も
調
査
・
検
討
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、市
立
病
院
、農
業
の
事
件
に
つ

い
て
、前
委
員
会
が
平
成
31
年
２
月
15

日
付
け
で
多
久
市
長
へ
提
出
し
た
申
入

書
に
対
し
て
、一
定
の
回
答
を
受
け
て
お

り
、今
後
も
委
員
会
で
動
向
を
注
視
し

て
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

農
業
に
関
し
て
は
、令
和
元
年
７
月

11
日
に
佐
賀
中
部
農
林
事
務
所
、佐
賀

県
農
林
水
産
部
か
ら
県
の
農
業
振
興
の

各
種
施
策
で
あ
る
県
内
の「
中
山
間
地

域
に
お
け
る
現
状
に
つ
い
て
」、「
中
山
間

地
域
に
係
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
」、「
ス

マ
ー
ト
農
業
の
動
き
に
つ
い
て
」等
説
明

を
受
け
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
８
月
５
日
に
は
、県
と
の

意
見
交
換
を
受
け
て
、市
農
林
課
か
ら

市
内
の「
中
山
間
地
域
の
事
業
に
つ
い

て
」及
び「
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
に

つ
い
て
」の
取
り
組
み
内
容
や
進
捗
状

況
、課
題
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
、こ
れ
ま
で
に
決
定
し
た
閉

会
中
継
続
審
査
事
件
に
つ
い
て
の
行
政

視
察
や
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

産
業
厚
生
委
員
会

閉
会
中
継
続
審
査
報
告

多久市議会だより 令和元年9月（第42号）
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現
状
の
市
立
図
書
館
の
利
用
状
況
等

か
ら
考
え
、開
館
時
間
の
延
長
や
祝
日
開

館
に
よ
り
利
用
者
の
利
便
性
向
上
が
図

れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、い
き
な
り
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
に
移
行
す
る
の

で
は
な
く
、試
行
期
間
を
設
け
て
サ
ー

ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
か
を
検
証
し
て

か
ら
行
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
か
、さ

ら
に
県
内
で
も
直
営
方
式
で
利
用
者
が

多
い
図
書
館
も
あ
る
の
で
、す
ぐ
に
指
定

管
理
者
に
よ
る
管
理
に
移
行
す
る
の
は

時
期
尚
早
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、付
託
を
受
け
た
議
案
に
つ

い
て
、全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
承
認
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

市
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
つ
い
て
は
、議
案
上
程
前
の
早
い

時
期
か
ら
議
会
と
協
議
を
す
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た
の
か
、ま
ず
は
直
営
で
運
営

で
き
る
体
制
を
整
え
、実
際
に
開
館
時
間

の
延
長
等
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
効

果
を
検
証
し
、そ
れ
に
基
づ
き
判
断
す
べ

き
で
、今
回
の
上
程
は
早
急
す
ぎ
る
の
で

は
と
い
っ
た
意
見
、ま
た
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
り
市
民
が
喜
ん
で
図
書

館
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
、賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

そ
の
他
付
託
を
受
け
た
議
案
に
つ
い

て
は
、全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
承
認
す

る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

こ
の
条
例
の
改
正
で
、図
書
館
の
開

館
時
間
の
延
長
、祝
祭
日
の
開
館
を
、管

理
者
を
指
定
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。開
館
日
や
開
館

時
間
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
要
望
も
あ

り
、実
現
で
き
る
と
喜
ぶ
声
も
あ
り
ま
す

が
、同
時
に
提
案
さ
れ
て
い
る
予
算
案

で
は
５
年
間
で
約
１
億
８
０
０
０
万
円
、

年
間
約
３
６
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
、現

状
と
比
較
す
る
と
年
間
約
２
０
０
０
万

円
増
加
し
ま
す
。こ
の
予
算
案
に
つ
い
て

は
、近
年
、経
常
収
支
比
率
が
高
ど
ま
り

し
、平
成
30
年
度
決
算
で
は
１
０
０
％
を

超
え
、経
費
を
抑
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
中
で
安
易
に
認
め
ら
れ
な
い
状

況
で
す
。

こ
の
件
に
関
し
て
は
、議
案
質
疑
の

中
で
具
体
的
な
業
務
内
容
の
改
善
や
数

値
目
標
、効
果
に
つ
い
て
言
及
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。ま
た
、新
図
書
館
建
設
を

前
提
と
し
た
提
案
で
は
な
い
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、指
定
管
理
者
選
定

委
員
会
に
お
い
て
、「
応
募
す
る
事
業
者

が
あ
る
か
心
配
」と
の
意
見
に
対
し
、「
新

図
書
館
を
見
込
ん
で
お
り
、あ
る
と
認
識

し
て
い
る
」と
答
え
て
い
る
こ
と
が
会
議

録
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

図
書
館
の
開
館
日
や
開
館
時
間
に
つ

い
て
は
規
則
の
中
で
定
め
、管
理
運
営
を

行
わ
れ
て
い
た
の
で
、通
常
な
ら
規
則
の

改
正
の
み
で
済
み
ま
す
。今
回
、条
例
改

正
を
提
案
さ
れ
た
の
は
、指
定
管
理
を
行

う
に
当
た
り
、条
例
で
定
め
る
必
要
が

あ
る
た
め
で
、今
回
提
案
さ
れ
た
予
算

案
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、こ

の
条
例
改
正
は
必
要
な
い
と
し
て
反
対

し
ま
す
。

総
務
文
教
委
員
会

審

査

報

告

議
案
甲
第
30
号 

多
久
市
立
図
書
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
甲
第
30
号 

多
久
市
立
図
書
館

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
対

す
る
反
対
討
論

野
北　

悟

 審査報告／修正案・討論

予
算
特
別
委
員
会

審

査

報

告

議
案
乙
第
38
号 

令
和
元
年
度
多
久
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

令和元年9月（第42号） 多久市議会だより
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こ
の
修
正
案
は
、多
久
市
立
図
書
館
指

定
管
理
業
務
委
託
料
の
債
務
負
担
行
為

補
正
１
７
９
６
万
４
千
円
の
全
額
を
削

除
す
る
も
の
で
す
。

　

現
在
の
市
立
図
書
館
の
運
営
費
用

は
年
間
約
１
６
０
０
万
円
で
す
が
、指

定
管
理
業
務
委
託
を
行
え
ば
、年
間
約

３
６
０
０
万
円
と
な
り
、５
年
間
の
契

約
で
約
１
億
８
０
０
０
万
円
、年
間
約

２
０
０
０
万
円
、５
年
間
で
約
１
億
円
の

増
加
に
な
る
。こ
れ
は
経
常
収
支
比
率

が
平
成
28
年
度
96.

９
％
、平
成
29
年
度

99.

５
％
、平
成
30
年
度
１
０
１.

８
％
と

悪
化
す
る
中
で
、財
政
に
及
ぼ
す
影
響

が
非
常
に
大
き
く
、簡
単
に
は
認
め
ら

れ
る
現
状
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、指
定
管
理
業
務
委
託
期
間
は

５
年
間
で
あ
り
、多
く
の
予
算
を
投
入

し
て
、そ
れ
に
見
合
う
利
用
者
の
増
加
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
が
で
き
る
の
か
。で

き
な
い
か
ら
と
途
中
で
や
め
る
こ
と
も

難
し
く
、５
年
間
の
指
定
管
理
業
務
委
託

を
実
施
し
思
う
よ
う
な
成
果
が
出
な
い

と
き
、も
と
の
直
営
に
戻
す
こ
と
は
、図

書
館
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
経
験
し
た
者

が
い
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、非
常
に
困

難
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
直
営
で
運
営
で
き
る
体
制
を

整
え
、実
際
に
開
館
時
間
の
延
長
な
ど
を

行
い
、サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、図
書
人
口
の

増
加
に
つ
な
が
る
か
を
検
証
し
て
、そ
の

上
で
直
営
を
続
け
る
の
か
、指
定
管
理
業

務
委
託
に
取
り
組
む
の
か
を
考
え
れ
ば

よ
い
、ま
た
、指
定
管
理
業
務
委
託
を
導

入
す
る
に
当
た
り
、運
営
時
間
の
延
長
、

祝
日
開
館
の
変
更
は
あ
る
が
、具
体
的
な

利
用
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
状
況
で
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
立
図
書
館
が
十
分
な
人

員
及
び
予
算
を
投
じ
て
お
ら
ず
、入
館
者

数
、貸
し
出
し
冊
数
等
、県
内
最
低
の
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、職
員
数
が

少
な
く
、不
審
者
対
策
と
い
っ
た
安
全
面

で
も
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
課
題
を
改
善
し
、市
民
が
図
書
館

を
よ
り
親
し
む
環
境
へ
整
え
る
た
め
に
、

今
回
、条
例
の
改
正
並
び
に
指
定
管
理
者

制
度
導
入
に
伴
う
債
務
負
担
行
為
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
環
境
、サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に

は
、職
員
体
制
の
充
実
は
不
可
欠
で
、現

状
の
直
営
で
の
職
員
体
制
で
は
到
底
対

応
で
き
ま
せ
ん
。

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
よ
り
、館

長
を
含
め
た
職
員
体
制
の
充
実
、民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
、ア
イ
デ
ア
の
活
用
、図
書
館

業
務
、管
理
運
営
の
実
施
、新
規
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
、図
書
館
司
書
育
成
の
充
実
、

複
数
職
員
の
配
置
に
よ
る
利
用
者
の
安

全
・
安
心
確
保
等
、課
題
解
決
が
図
れ
ま

す
。

　

ま
た
、直
営
で
人
員
体
制
拡
充
を
行

う
場
合
２
８
０
０
万
円
、指
定
管
理
者
で

は
２
４
０
０
万
円
と
説
明
が
あ
り
、コ
ス

ト
的
に
も
十
分
節
減
効
果
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

　

ま
た
、債
務
負
担
行
為
の
金
額
は
、５

年
間
の
委
託
料
の
最
大
限
度
額
で
あ
り
、

今
後
、業
者
選
定
に
よ
り
委
託
料
が
減

額
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

図
書
館
事
業
の
今
後
よ
り
一
層
の
活

性
化
を
図
る
上
で
十
分
検
討
し
、最
善
の

策
と
し
て
今
が
適
時
と
判
断
さ
れ
て
提

案
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

修
正
案
を
認
め
る
場
合
、将
来
、多
久

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
十
分
な

学
習
環
境
の
提
供
、高
齢
者
の
長
寿
社
会

に
即
し
た
生
涯
学
習
の
場
が
提
供
で
き

る
の
か
、全
て
の
市
民
が
本
に
親
し
み
、

学
び
、交
流
で
き
る
空
間
づ
く
り
が
で
き

る
の
か
、以
上
の
こ
と
か
ら
、修
正
案
に

反
対
し
ま
す
。

議
案
乙
第
38
号 

令
和
元
年
度

多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）に
対
す
る
修
正
案

樺
島　

永
二
郎

議
案
乙
第
38
号 

令
和
元
年
度

多
久
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）に
対
す
る
修
正
案
に
対
す
る
反

対
討
論

飯
守　

康
洋

 修正案・討論

多久市議会だより 令和元年9月（第42号）
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 まちで
発見！

父

子　多久出身で活躍した人物紹介の第３弾です！

　肥前さが幕末維新博でもとりあげられていました

が、明治政府で活躍した大隈重信・副島種臣・大木喬

任・江藤新平らが、佐賀藩校弘道館で学んでいた時

に教諭・教授だった「草場佩川」。佩川は幼い頃から

非凡で、８歳で東原庠舎に入学し、18歳の時、邑主の

命により、佐賀藩校弘道館で学び、22歳の時、古賀精

里（「寛政の三博士」「寛政の三助」といわれた学者）

に入門しました。25歳の時には朝鮮通信使の接待

役となった精里に従い対馬へ行き、通信使を応接し

ました。この時の記録『津島日記』は、交流の実相を記した貴重な資料に

なっています。

　帰国後は東原庠舎の教諭となり、後に藩校弘道館教諭・教授となりま

した。佩川は学問だけではなく、武芸・詩歌・絵画などにも優れ、漢詩集

『珮川詩鈔』は何度も版を重ねるなど好

評を博しました。

　享年81歳、墓所は多久町撰分の山の中

腹の大古場墓地にあり、佩川の生家跡地

や聖廟が一望できます。

　草場佩川の長男で、父に付き家

学を修め、のちに江戸に遊学しま

した。帰郷後は、佐久の郷校「多久

聖堂」で教え、その後、対馬の厳原

藩の招きで藩校で教えました。伊

万里市の大川小学校の前身とい

われる学舎「本立堂」を設立した

のは草場船山です。

　著書に『日本史略伝』、『皇朝歴

代歌』『三国史略』等があります。

11月12日（火） 19:00〜20:30
東多久公民館・多久公民館・西多久公民館

11月13日（水） 19:00〜20:30
納所交流センター・南多久公民館・北多久公民館
多久市議会では、議会基本条例に基づき「議会報
告会」を上記のとおり開催します。みなさんの参
加をお待ちしております。
※どこの会場でも自由に参加できます。

「議会報告会」のお知らせ

　25歳で奇才と呼ばれた佐賀藩校「弘道館」の中心人
物！記録や書画などの豊富な資料を残し、武士から庶
民まで幅広くの人材を育成しました。

〜佐賀藩を代表する学者・文化人〜

『 草
くさ

場
ば

 佩
はい

川
せん

 』
天明７年(1787年) ～ 慶応３年(1867年)

と
〜幕末-明治時代の漢学者〜

『 草
くさ

場
ば

 船
せん

山
ざん

 』
文政２年(1819年) ～ 明治20年(1887年)

委
員
長

ー

  

樺
島
永
二
郎

副
委
員
長

ー

  

古
賀
　
公
彦

委
員

ー

ー

  

野
北
　
　
悟

  

香
月
　
正
則

議
会
広
報
委
員
会  

瀬
川
　
雄
二

  

鷲
﨑
　
義
彦

▲草場佩川《竹図並賛金地屏風-左隻-》［多久市郷土資料館蔵］

草
くさ

場
ば

 佩
はい

川
せん

草
くさ

場
ば

 船
せん

山
ざん

▲草場佩川
《筆津島日記(朝鮮通信使行列図)》
［多久市郷土資料館蔵］

【右】草場佩川《牡丹に蝶図並賛》
［個人蔵］▶

【左】草場佩川《双鶴図並賛》
［個人蔵］▶


